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(西暦) 
巻 号 頁 

授業内容に反映 

している科目名 

現行の在宅援助サービス導入に見る特徴 

－必要な早期の問題把握と援助の枠組みづくり－ 
坂本真理子 

愛知県立看護大学紀

要 
1996年12月 ２  89-94 

 

保健医療福祉職の援助過程における判断過程と特

性－質的研究の試み 

神谷弘美，後藤真澄， 

坂本真理子，若松利昭 
社会福祉学 1998年６月 39 １ 84-89 

 

訪問記録の質的分析からみた要介護高齢者と介護

者の在宅生活の適応プロセスにおける在宅支援者

の役割 

坂本真理子 日本地域看護学会誌 2002年３月 14 １ 88-94 

 

保健師の活動事例から導く地域国際保健活動にお

ける困難さの内容 

坂本真理子，水谷聖子， 

小塩泰代 
国際保健医療 2004年12月 19 １ 11-18 

国際看護学Ⅰ 

戦後復興期から高度成長期における保健婦活動の取

り組みの特徴 

～発展途上国への活用にむけて～ 

坂本真理子，若杉里実， 

錦織正子 

愛知医科大学看護学

部紀要 
2005年12月 ４  ９－16 

公衆衛生看護学Ⅰ 

行政保健師が育成する保健ボランティア活動の実態

と担当者がとらえる課題 

－Ａ県での実態調査結果をもとに 

坂本真理子 
愛知医科大学看護学

部紀要 
2008年12月 ７  47-53 

公衆衛生看護学Ⅰ 

地域看護過程演習の学びのプロセスとその効果 若杉里実，坂本真理子 
日本看護学教育学会

誌 
2010年７月 20 １ 15-24 

 

保健師として活動する卒業生が抱える課題と支援 

ニーズ 

坂本真理子，水谷聖子， 

若杉里実，片倉和子， 

福岡千勢，宮島早代， 

光岡麻衣子，酒井佳織， 

谷真由香，舟橋亜矢子 

愛知医科大学看護学

部紀要 
2011年12月 10  １-10 

 

国際看護・保健 
丸井英二，森口育子， 

李節子編 
弘文堂 2012年１月   69-74 

国際看護学Ⅰ 



坂本真理子(一部執筆) 

外国人看護師の受け入れからみた日本のグローバ

ル化における看護の現状と課題 

呉小玉，坂本真理子，金

川真理 
看護 2013年9月   99-105 

 

開拓保健婦が残したもの 坂本真理子 保健の科学 2016年12月 58 12 817-821 
公衆衛生看護学Ⅰ 

外国人労働者居住地域における外国人保護者への

子育て支援の取り組み 

大橋裕子，坂本真理子， 

淺野いずみ，水谷聖子， 

橋本秀実，オチさや香， 

佐藤槙子，村石正枝 

生活指導研究 2017年 34  ７-13 

国際看護学Ⅰ 

ヘルスプロモーショ

ン論 

ブラジル人コミュニティにおける母子保健及び子

育て情報の伝達上の課題－愛知県 A市における外国

人の母親を対象とした実態調査を通じて－ 

坂本真理子，淺野いず

み，橋本秀実，大橋裕子，

水谷聖子 

愛知医科大学看護学

部紀要 
2017年12月 16  59-67 

国際看護学Ⅰ 

外国人看護師と日本人看護師間の関係形成の要因に

関する研究～異文化看護の適応過程とレジリエンス

との関連性に焦点を当てる～ 

呉小玉, 謝海, 淺野いず

み, 古場真理, 高小雲, 

坂本真理子 

京都光華女子大学研

究紀要 
2017年 55  73-90  

 

現代の母性看護Ⅳ－3 在日外国人母子への支援 

入山茂美，春名めぐみ， 

大林陽子編 

坂本真理子(一部執筆) 

名古屋大学出版会 2018年２月   189-199 

国際看護学Ⅰ 

ヘルスプロモーショ

ン論 

健康推進員活動における男性健康推進員の体験の

特徴 

二村純子，坂本真理子，

若杉里実 
日本地域看護学会誌 2018年4月 21 1 23-31 

公衆衛生看護学Ⅰ 

地域保健の原点を探る―第 5 章 開拓保健婦の足跡 

中村安秀編著 

石川信克，佐藤寛，大石

和代，坂本真理子，小川

寿美子，當山紀子 

杏林書院 2018年７月   86－104 

公衆衛生看護学Ⅰ 

《冊子》 

保健師って何だろう 

先輩のリレートークから学ぶもの 

保健師活動を考える会 

坂本真理子編著 

科学研究費基盤研究

（B）課題番号 16H0378

成果物 

2019年2月   89-94 

 

保健師業務要覧 

 第 4章―家庭訪問，地区組織活動・グループ支援 

井伊久美子，勝又浜子，

森永由美子，荒木田美香

子，坂本真理子，村嶋幸

代編著 

日本看護協会出版会 2019年11月   
194-199  

217-220 

公衆衛生看護学Ⅰ 



《ハンドブック》 

外国人のママ・パパと日本ンお保健医療従事者のた

めの健康ハンドブック（フィリピン編） 

監修 坂本真理子 

坂本真理子，宮武真生

子，水谷聖子，大橋裕子，

淺野いずみ，橋本秀実編

著 

科学研究費基盤研究

（ C ） 課 題 番 号

16K12323成果物 

2020年3月    

国際看護学１ 

《ハンドブック》 

外国人のママ・パパと日本の保健医療従事者のため

の健康ハンドブック（ブラジル編） 

監修 坂本真理子 

橋本秀実，大橋裕子，淺

野いずみ，坂本真理子，

水谷聖子，宮武真生子編

著 

科学研究費基盤研究

（ C ） 課 題 番 号

16K12323成果物 

2020年3月    

国際看護学１ 

Needs assessment of caregivers of children  

with disabilities in resource-limited settings  

Satoko Yanagisawa, 

Amorn Swannimitr , 

Kocharporn Singhala , 

Darunee Rujkorakarn , 

Supaporn Aryamuang , 

Hidemi Hashimoto , and 

Mariko Sakamoto  

Journal of Rural 

Medicine 
2022年3月 17 3 143-150 

 

男性健康推進員の活動に関する保健師の認識と支

援の実態 
二村純子，坂本真理子 

東海公衆衛生学会雑

誌 
2022年7月 10 １ 

 

142-149 

 

公衆衛生看護学Ⅰ 

日本人住民と外国人住民が協働する多文化子育て

支援活動 
坂本真理子 社会医学研究 2023年3月 40 1 75－79 

国際看護学Ⅰ 

戦後日本の開発経験 高度成長の礎となった「炭

鉱・農村・公衆衛生」－第４章「日本の公衆衛生に

おける GHQの介入と変化」及び第７章「人づくり 外

発と内発の中で創られていった保健婦」 

 

佐藤寛編著、佐野麻由

子、辰巳佳寿子、坂本真

理子 

明石書店 2023年5月   
61-79、

119-131 

公衆衛生看護学Ⅰ 

 

◆競争的資金による主な研究 

研究テーマ 実施年月(期間) 外部資金名 
授業内容に反映 

している科目名 

ケーススタディによる看護分野における国際協力活動に必要な基本的

ファクターの研究 
1997年～1999年 

文部省科学研究費補助金(萌芽的研

究)(研究代表者) 

 

スリランカにおける生活習慣病(糖尿病)の自己コントロールの支援環

境の確立に向けて 
2002年～2004年 

文部省科学研究費補助金基盤研究 

(A・B)(海外)(研究分担者) 

 



戦後日本の健康水準の改善経験を途上国保健医療システム強化に活用

する方策に関する研究 
2003年～2005年 

厚生労働省科学研究費補助金社会保障

国際協力推進事業(研究分担者) 

 

在日外国人母子への情報提供を促進するコミュニティ・ブリッジ・ワ

ーカーの試み 
2012年～2015年 科学研究費基盤研究(C)(研究代表者) 

国際看護学 

ヘルスプロモーシ

ョン論 

タイ農村の特別な保健ニーズをもつ児（CSHCN)の養育者の unmet needs 2013年～2017年 科学研究費基盤研究(C)(研究分担者) 
 

外国人看護師－患者－日本人看護師間の関係形成 2014年～2017年 
三菱財団 社会福祉事業研究助成 

（研究分担者） 

 

多文化に対応する子どもと親のための健康教育ハンドブックの開発 2016年～2019年 科学研究費基盤研究(C)(研究代表者) 

国際看護学 

ヘルスプロモーシ

ョン論 

発達障害を疑われた外国人未就学児と親のための療育支援モデルの検

討 
2016年～2019年 科学研究費基盤研究(C)研究分担者 

 

戦後日本の開発社会学～高度成長の社会的前提条件 2016年～2018年 科学研究費基盤研究(B)(研究分担者) 公衆衛生看護学Ⅰ 

保健師活動の展開推進及び統括保健師の役割遂行力開発 2019年～2021年 
厚生労働科学研究費補助事業 

(研究分担者) 

公衆衛生看護学Ⅰ 

地域で活動する保健師の異文化間看護能力育成プログラムの開発 2022年～2024年 科学研究費基盤研究(C)(研究代表者) 国際看護学 

 


